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潤滑油の品質確保事業等への支援事業（資源エネルギー庁補助事業）の一環として、潤滑油技術等に携

わる人材を育成するために必要な潤滑油関連情報を提供することを目的とし、7 月 10 日（金）（オイルの

日）に、アルカディア市ヶ谷（私学会館 千代田区九段北）において、「2026 年度 潤滑油研究会」を開催

いたしました。 

当日は会員を中心に 100 余名の参加を得て、潤滑油製造業近代化委員会

委員長 和川紀之氏（三和化成工業株式会社）の開会のご挨拶に始まり、

出光興産株式会社 小別所匡寛氏、中川大暢氏及び日産自動車株式会社 池原

賢亮氏、奥田紗知子氏の 4 名を講師にお招きし、それぞれご専門の立場から

次のテーマについてご講演いただきました。 

  

「「 22 00 22 66 年年 度度   潤潤 滑滑 油油 研研 究究 会会 」」 開開 催催   

 

開会のご挨拶：和川 紀之 氏 
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講演 1. 「カーボンニュートラルに向けた CO2排出量の“可視化”と“削減”に向けた取り組み」 

～製品カーボンフットプリント（CFP）と基油再生に関して～ 

出光興産株式会社 

 潤滑油二部  

潤滑技術・戦略課 課長 小別所 匡寛 氏 

潤滑油一部  

グローバル製造供給室  

ベースオイル統括課 中川 大暢 氏 

CFP 算定システムの開発及び基油再生の社会実装に向けた課題の明確

化について講演。 

出光興産での CFP 算定システムの開発について、算定要件の設定から結

果、さらには、国際標準化への対応や原材料調達段階の排出量削減等の課題

について解説。 

また、使用済み潤滑油の社会実装に向けた取組、政策的支援や段階的実

装の必要性等の課題について説明。さらに、CO2 削減に向けた製品・サー

ビスからの取組についても貢献事例をもとに紹介。 

講演 2. 「日産自動車のカーボンニュートラル実現にむけた技術戦略」 

日産自動車株式会社 

 技術企画部 主管 池原 賢亮 氏 

 材料技術部 主担 奥田 紗知子 氏 

最新電動パワートレイン技術による走行時 CO2 排出削減に加え、電動化

進展に伴い重要性が高まる製造時 CO2 低減や資源循環への取り組みについ

て講演。 

クルマのライフサイクル全体におけるカーボンニュートラル実現に向け

た取り組み等、日産自動車のグリーンプログラム 2030について解説。 

また、最新電動パワートレイン技術による走行時の CO2 削減や、再生可

能エネルギー（電力）、グリーン材活用及び工程革新等の製造時の CO2 削減

について説明。 

さらに、省エネルギーでの材料製造、少材料でのクルマ製造による高効

率な資源循環コンセプトについて説明。 

最後に、車として使い終えたバッテリーの二次利用等、EV を活用した V2X 拡大による再エネ普及に

ついて事例をもとに解説。 

 

講演 2：池原 賢亮 氏 

講演 1：小別所 匡寛 氏 

講演 1：中川 大暢 氏 

講演 2：奥田 紗知子 氏 
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講演終了後、石川 裕二 潤滑油協会会長の閉会のご挨拶をもって、お

陰様で盛況のうちに終えることが出来ました。 

本研究会にご来場いただきました皆様、また、協賛いただいた各団体

及び資源エネルギー庁をはじめとする関係者の皆様に多大なご協力を賜

りましたことに心より厚く御礼申し上げます。 

 

   

会場の様子 

  

2026 年 7 月 16 日（木）及び 17 日（金）の 2 日間にわたり、当協会技術センターにおいて JALOS

技術講習会「初級コース 試験・分析方法の体験研修」を開催いたしました。多数の方の参加を得て、

講義と体験研修が行われました。講義と体験研修の内容は、次のとおりです。 

【講  義】7月 16日（木） 

講師：ENEOS 株式会社 中央技術研究所 

ソリューションセンター 試験分析グループ 

上席研究員   中野 幸弘 氏 

「試験・分析方法と目的」 

潤滑油に関する各種試験・分析方法の目的と概要、サンプリング

における注意事項、得られた試験結果の見方や妥当性の確認等につ

いて解説。 

また、最新の潤滑油の動向や試験機器の精度管理及び試験・分析

における環境と安全などについても解説。 

 

JJAALLOOSS 技技術術講講習習会会「「初初級級ココーースス   試試験験・・分分析析方方法法のの体体験験研研修修」」開開催催  

  

閉会のご挨拶：石川 裕二 会長 
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【体験研修】7月 17日（金） 

講師：JALOS 技術センター職員 

「一般物性の体験研修」 

基本的な物性である動粘度、密度、中和価、水分、灰分などの項目について解説し、エンジン

油を用いて動粘度や中和価の測定を行い、自動・手動による試験方法間のデータの関係などについ

て研修。 

       

「機器分析の見学研修」 

機器分析による潤滑油の分析の中で、赤外分光、硫黄分、窒素分などの分析法について解説の

後、エンジン油等を用いて赤外吸収スペクトル及び窒素分の測定を行い、数値の読み方、解析法な

どについて研修。 
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経済産業省は、価格交渉促進月間（2026 年 3 月）フォローアップ調査の結果について 6 月 26 日付で

公表しましたのでお知らせします。 

中小企業庁では、毎年 3 月と 9 月の「価格交渉促進月間」に合わせ、受注側中小企業 30 万社に対し、

価格交渉・価格転嫁・支払条件の状況について調査を実施しています。 

2026年 3月時点の調査の結果、 

（1）価格転嫁率は、前回から約 1ポイント増の 54.2％となりました。 

（2）コスト要素別の転嫁率は、原材料費 55.7％、労務費 50.0％、エネルギーコスト 48.9％となりました。 

全体として改善傾向にはありますが、まだ道半ばであり、中小企業庁としては、引き続き粘り強く価格

転嫁・取引適正化対策を継続していきます。 

1. 「価格交渉」、「価格転嫁」、「価格交渉促進月間」 

「価格転嫁」とは、モノやサービスを製造・提供する際にコストが膨らんだとき、その上昇分を価格

に反映することです。そして、その「価格転嫁」に先立って行われるのが、発注者・受注者間で行われ

る「価格交渉」であり、この 2つはクルマの両輪と言えます。 

価格の改定は、半期に一度、4 月と 10 月に行う企業が比較的多いことから、中小企業庁では、その前

月である 3 月と 9 月を、「価格交渉促進月間」と設定し、価格交渉・価格転嫁の促進のため、広報や講

習会、フォローアップのための調査を行っています。 

2. 価格交渉促進月間フォローアップ調査の概要 

2026 年 3 月の「価格交渉促進月間」において、中小企業の取引状況を把握するため、30 万社の中小

企業にアンケート調査を実施しました。 

調査概要 

⚫ 配布先の企業数：30 万社 

⚫ 調査期間：2026年 4月 20 日から 6月 3 日 

⚫ 回答企業数：69,625社（※ 回答から抽出される発注側企業数は延べ 91,233 社） 

主な調査項目 

⚫ 主な発注企業との価格交渉・価格転嫁の実施状況 

⚫ 業種別、都道府県別の価格転嫁率ランキング 

⚫ 価格転嫁に関する発注企業による説明の状況 

⚫ 該当取引における自社の取引階層と価格転嫁の実施状況 

⚫ 取引代金の支払手段、支払期日等の状況、支払手数料の負担状況 

⚫ 官公需における価格交渉・価格転嫁の実施状況など 

価価 格格 交交 渉渉 促促 進進 月月 間間 （（ 22 00 22 66 年年 33 月月 ）） フフ ォォ ロロ ーー アア ッッ ププ 調調 査査 のの 結結 果果 にに つつ いい てて  
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3. 調査結果 

結果の概要は、以下のとおりです。 

⚫ 「価格交渉が行われた」割合は、前回から微増し 90.7％となりました。 

⚫ 価格転嫁率は 54.2％となりました。コスト要素別の転嫁率は、原材料費 55.7％、労務費 50.0％、

エネルギーコスト 48.9％となりました。 

⚫ 価格交渉が行われたものの、コスト上昇分の全額の価格転嫁には至らなかった企業のうち、発

注企業から価格転嫁について、「納得できる説明があった」と回答した企業は約 6割でした。 

⚫ 業種別の実施状況において、新たに警備業、ビルメンテナンス業の結果をランキングに追加し

ました。 

⚫ 都道府県別では、上位の都道府県と下位の都道府県で価格転嫁率に 20％以上の差が生じています。 

⚫ サプライチェーンの段階と価格転嫁の関係については、引き続き、受注企業の取引階層が深く

なるにつれて価格転嫁の割合が低くなる傾向がみられますが、1 次請けの企業と 4 次請け以上

の企業の転嫁率の差は縮小しました。 

⚫ 官公需における価格転嫁率は、前回から約 4 ポイント減の 48.4％となりました。特に、都道府

県や市区町村の価格転嫁率が国等に比べ低い傾向にあり、規模の小さな機関を含め、取組を進

めることが必要です。 

⚫ 取引代金の支払については、支払手段を「現金のみ」とした回答が 87.5％まで増加しました。

支払手数料についても、「受注側が負担している」と回答した企業の割合が約 2 割まで減少しま

した。一方、支払期日が 60 日を超過している企業の割合が全体の 6.6％残存する結果となりま

した。 

4. 今後のスケジュール（予定） 

⚫ 2026 年 8 月上中旬：発注企業ごとの価格交渉・価格転嫁・支払条件の評価を記載した「発注者

リスト」の公表 

関連リンク 

価格交渉促進月間の実施とフォローアップ調査結果（中小企業庁）： 

https://www.chusho.meti.go.jp/keiei/torihiki/follow-up/index.html 

詳細につきましては、下記ホームページをご参照下さい。 

◇経済産業省ホームページ 

ホーム > ニュースリリース > ニュースリリースアーカイブ > 2026年度 6月一覧 > 価格交渉促

進月間（2026年 3月）フォローアップ調査の結果を公表します 

https://www.meti.go.jp/press/2026/06/20260626003/20260626003.html 
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5月の生産量は 169千 kL で前年同月比で 8.4％上回り、販売量は 120千 kLで 6.7％下回った。 

  

出典：経済産業省 資源・エネルギー統計月報（注：棒グラフ上段の数字は生産量、下段の数字は販売量） 
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           潤滑油需給統計（時系列表）      （単位 :kL）  

年   月 生産 輸入 国内向販売 輸出 在庫 

  

生産部門 
販売部門 

(製造業者・輸入業者) 

令和 5年 2,376,453 239,176 1,861,998 601,426 438,411 143,009 295,402 

 6  2,070,143 221,819 1,743,125 379,514 441,842 157,701 284,141 

7  1,955,775 193,733 1,625,742 384,358 422,619 144,355 278,264 

               

令和 6年度 2,058,217 213,276 1,695,014 415,978 422,010 149,942 272,068 

7     1,953,891 195,897 1,730,495 317,033 378,809 130,189 248,620 

              

令和 7年1～3月 497,371 41,526 388,819 133,952 422,010 149,942 272,068 

4～6  490,079 51,664 408,456 111,608 401,053 130,318 270,735 

7～9  457,490 40,448 382,067 61,042 421,455 141,881 279,574 

10～12  510,835 60,095 446,400 77,756 422,619 144,355 278,264 

令和 8年1～3月 495,487 43,690 493,572 66,627 378,809 130,189 248,620 

              

令和 7年 3月 180,318 13,236 127,367 55,047 422,010 149,942 272,068 

4月 177,627 20,045 126,435 54,301 424,778 150,866 273,912 

5月 155,483 17,377 128,933 38,215 417,873 142,687 275,186 

6月 156,969 14,242 153,088 19,092 401,053 130,318 270,735 

7月 159,524 16,901 159,031 18,362 388,270 119,816 268,454 

8月 132,618 13,335 106,511 20,783 397,492 132,302 265,190 

9月 165,348 10,212 116,525 21,897 421,455 141,881 279,574 

10月 170,958 26,559 157,639 20,296 431,289 140,958 290,331 

11月 170,245 18,091 145,966 28,321 427,244 145,615 281,629 

12月 169,632 15,445 142,795 29,139 422,619 144,355 278,264 

令和 8年 1月 160,043 11,320 161,767 19,757 405,215 138,744 266,471 

2月 157,428 13,330 150,808 18,918 398,640 132,523 266,117 

3月 178,016 19,040 180,997 27,952 378,809 130,189 248,620 

4月 181,122 9,915 164,794 20,012 376,658 135,138 241,520 

5月 168,586 7,076 120,250 28,538 395,394 143,195 252,199 

前年同月比（%） 108.4 40.7 93.3 74.7 94.6 100.4 91.6 

※「国内向販売」は調査対象が調査対象以外（消費、卸売又は小売事業所）へ販売した数量（理論値）を示す。 

      製造業者・輸入業者の消費者・販売業者向販売、在庫内訳  （単位 :kL）  
区  分 消費者・販売業者向販売 (前年同月比 ％) 在  庫 (前年同月比 ％) 

潤滑油計(R08年5月) 136,038 (92.7) 252,199 (91.6) 

 ガソリンエンジン油 20,550 (83.6) 21,801 (77.5) 

 ディーゼルエンジン油 11,358 (82.0) 12,109 (95.7) 

 その他 車両用 11,011 (86.5) 14,049 (98.1) 

 船舶用エンジン油 7,258 (89.6) 7,524 (83.3) 

 機      械     油 18,263 (89.9) 21,924 (89.7) 

 金 属 加 工 油 9,247 (99.1) 15,103 (101.4) 

 電 気 絶 縁 油 4,822 (91.2) 5,351 (97.4) 

 その他特定用途向け 34,668 (99.7) 89,230 (104.0) 

 その他 18,861 (106.2) 65,108 (80.9) 

       出典：経済産業省 資源・エネルギー統計月報
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○経済産業省人事異動 

経済産業省で下記の人事異動がありましたのでお知らせします。 

（7 月 1 日付） 

堀 琢磨 氏 

 新：内閣官房 防災庁設置準備室 内閣府防災 防災デジタル・物資支援担当参事官付 

（旧：経済産業省 資源エネルギー庁 資源・燃料部 燃料供給基盤整備課 課長補佐（石油） 

（併）燃料流通政策室（LPG）、（併）内閣官房国家サイバー統括室） 

佐々木  文人 氏 

 新：経済産業省 資源エネルギー庁 資源・燃料部 燃料供給基盤整備課 課長補佐 

（旧：経済産業省 大臣官房 産業保安・安全 G 製品安全課 課長補佐） 

（7 月 21 日付） 

東  哲也 氏 

 新：経済産業省 資源エネルギー庁 資源・燃料部 資源開発課長 

（旧：経済産業省 資源エネルギー庁 資源・燃料部 燃料供給基盤整備課長） 

大江 健太郎 氏 

 新：経済産業省 資源エネルギー庁 資源・燃料部 燃料供給基盤整備課長 

（旧：経済産業省 資源エネルギー庁 長官官房 国際課長） 

○経済産業省ホームページ「目詰まり・偏り解消協力 団体・企業リスト」について 

この度、資源エネルギー庁資源・燃料部より標記の件についての周知依頼がありましたので、お知ら

せいたします。 

政府では、「中東情勢における関係閣僚会議」の下に中東情勢に伴う重要物資の安定的な供給確保の

ため、関係行政機関が緊密に連携し、様々な対策を講じていますが、石油製品・関連製品の供給に偏り

や流通の目詰まりが生じています。そこで、この解消にご賛同いただき、状況に応じた適切な取組とし

て、次の項目の一つ以上の対応などに取り組んでいただいている団体・企業の皆様からの申請を受け、

名称・所在地を経済産業省のホームページで公表しています。 

⚫ 例年並みの調達・供給に取り組む等、適切な調達・供給に努める 

⚫ 川上企業・川下企業との丁寧なコミュニケーションをはじめ、関係者との丁寧なコミュニケーシ

ョンや正確な情報発信に努める 

⚫ 業界団体などを通じ、他社との在庫融通に取り組む 

⚫ その他、最終需要家に必要な製品が届くよう、サプライチェーン全体の供給の偏りや流通の目詰

まりの解消に取り組む 

潤滑油関連で掲載されている団体・企業もございますので、本取組にご理解、ご協力いただける場合

には、「目詰まり・偏り解消協力団体・企業」として、ご登録をお願いしたいとのことです。 

詳細につきましては、下記をご参照下さい。 

目詰まり・偏り解消協力 団体・企業リスト：https://www.meti.go.jp/chuto_josei/organizations/index.html 

目詰まり・偏り解消協力 団体・企業へのご登録：https://www.meti.go.jp/chuto_josei/organizations/pdf/touroku.pdf 

おお知知らら せせ   

https://www.meti.go.jp/chuto_josei/organizations/index.html
https://www.meti.go.jp/chuto_josei/organizations/pdf/touroku.pdf
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○標準試料委員会に参画 

6月 29 日（月）に開催された、公益社団法人 石油学会主催による「標準試料委員会」に参画しました。 

○第 1 回 潤滑油製造業近代化委員会 

6 月 30 日（火）に航空会館において、第 1 回 潤滑油製造業近代化委員会（委員長：三和化成工業株

式会社 和川 紀之 氏）を開催しました。審議内容は以下のとおりです。 

（1）2026年度事業の進め方について （2）その他 

○セールスエンジニア向けトライボロジー・潤滑剤基礎講座に参加 

6 月 30 日（火）に機械振興会館で開催された、一般社団法人 日本トライボロジー学会主催による

「セールスエンジニア向けトライボロジー・潤滑剤基礎講座」に参加し、情報収集しました。 

○金属加工の潤滑技術研究会に参加 

7 月 9 日（木）に地方独立行政法人 東京都立産業技術研究センターで開催された、「金属加工の潤滑技

術研究会」に参加しました。 

○2026 年度 潤滑油研究会 

7月 10日（金）に開催。内容は前掲。 

○JALOS 技術講習会「初級コース 試験・分析方法の体験研修」 

7月 16日（木）、17 日（金）に開催。内容は前掲。 

○ISO・JIS 試験法分科会に参画 

7 月 22 日（水）に開催された、石油連盟主催による「ISO・JIS 試験法分科会」に参画し、ISO・

JIS原案について審議しました。 

○第 57 回トライボロジー入門講座に参加 

7 月 24 日（金）に機械振興会館で開催された、一般社団法人 日本トライボロジー学会主催による

「第 57回トライボロジー入門講座」に参加し、情報収集しました。 

 

○創立記念日 

9月 1日 

○第 47 回 潤滑剤等関連団体連絡会議 

10月 14日 航空会館ビジネスフォーラム 

 

今今 後後 のの 予予 定定   

協協会会のの 動動きき   


